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第１　少年非行等の概要
　１　非行少年の概況

　過去１０年間の非行少年の検挙・補導人員の推移は、下表のとおりである。
　令和３年中の非行少年は９８人で、前年より４０人（２９．０％）減少した。
　令和３年の非行少年のうち、犯罪少年は７４人と前年より２７人（２６．７％）減少し、
触法少年は２４人と前年より１１人（３１．４％）減少した。
　また、ぐ犯少年は、前年より２人（１００％）減少した。
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　　(1)　非行少年の罪種別・法令別
　令和２年及び令和３年の非行少年の罪種別・法令別構成は、下表のとおりである。



3

　　(2)　非行少年の学職別
　過去１０年間の非行少年の学職別構成の推移は、下表のとおりである。
　令和３年の非行少年の学職別構成は、高校生が３４人（構成比３４．７％）と最も多く、
次いで有職少年が２６人（構成比２６．５％）であった。



刑法犯少年の割合
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２　犯罪少年
　(1)　刑法犯少年
　　ア　概況

　令和３年の刑法犯少年の検挙人員は６５人で、前年より２９人（３０．９％） 減
少した。
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　　イ　年齢別
　 過去１０年間の刑法犯少年の年齢別構成の推移は、下表のとおりである。
　 令和３年の刑法犯少年の年齢別構成は、１７歳が１８人（構成比２７．７％）で 最も
 多く、次いで１６歳、１９歳が１３人（構成比２０．０％）であった。
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　　ウ　学職別
　過去１０年間の刑法犯少年の学職別構成の推移は、下表のとおりである。
　令和３年の刑法犯少年の学職別構成は、高校生が３２人（構成比４９．２％ )で最も多く、
次いで、有職少年が２１人（構成比３２．３％）であった。
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　　エ　初発型非行
　過去１０年間の初発型非行の検挙人員の推移は、下表のとおりである。
　令和３年の初発型非行の検挙人員は２８人で、前年より４人（１２．５％）減少した。
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　　オ　再犯者率 
　過去１０年間の刑法犯少年の再犯者率の推移は、下表のとおりである。
　令和３年の刑法犯少年の再犯者率は３３．８％で、前年の２８．７％を５．１ポイント上
回った。
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　(2)　特別法犯少年
　過去１０年間の特別法犯少年の検挙人員の推移は、下表のとおりである。
　令和３年の特別法犯少年の検挙人員は９人で、前年より２人（２８．６％）増加した。
　法令別では、軽犯罪法が１人、迷惑防止条例が３人、漁業法が２人、売春防止法、ストー
カー規制法及び大麻取締法が各１人となっている。
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３　触法少年
　(1)　触法少年（刑法）

　過去１０年間の触法少年（刑法）の補導人員の推移は、下表のとおりである。
　令和３年の触法少年（刑法）の補導人員は２２人で、前年より１１人（３３．３％）
減少した。
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　(2)　触法少年（特別法）
　過去１０年間の触法少年（特別法）の補導人員の推移は、下表のとおりである。
　令和３年の触法少年（特別法）の補導人員は２人で、前年と同数であった。
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４　不良行為少年 
　(1)　概況

　令和３年中の不良行為少年の補導人員は１，７９２人で、前年より３４０人（２３．４％）
増加した。
　また、不良行為少年の男女別内訳は、男子が１，３８０人（前年比２１．９％増）で、女
子が４１２人（同２８．８％増）であった。
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　(2)　学職別
　過去１０年間の不良行為少年の学職別構成の推移は、下表のとおりである。
　令和３年中に補導された不良行為少年の学職別構成は、高校生が７１９人（構成比
４０．１％・前年比１４．７％増）と最も多く、次いで有職少年が５１５人（構成比
２８．７％・前年比３２．４％増）、他学生が２２２人（構成比１２．４％・前年比６２．０％増）
であった。



14

　(3)　行為別
　過去１０年間の不良行為少年の行為別構成の推移は、下表のとおりであり、各年とも深
夜はいかいと喫煙が多い。
　令和３年中に補導された不良行為少年の行為別人員数を見ると、深夜はいかいが７４７
人 （前年比１３．７％増）、喫煙が６７８人（前年比４２．１％増）と多い。
　また、深夜はいかいと喫煙の合計は１，４２５人で全体の７９．５％を占めた。
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第２　児童虐待事案
　　令和３年の児童虐待事案の認知対応件数は５４７件で、前年より８件（１．４％）減少し、
　児童相談所へ通告した児童数は６０８人で、前年より７０人（１０．３％）減少した。
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第３　少年相談
　１　概況

　過去１０年間の少年相談の推移は、下記のとおりである。
　令和３年中の新規受理件数は１，０７５件で前年より１６件（１．５％）増加している。
新規受理件数の内訳は、少年からの相談が３６４件（３３．９％）、保護者等からの相談が
４７７件（４４．４％）となっている。
　また、少年相談の延べ取扱い件数は、２，７０６件で前年より３４４件（１４．６％）増
加した。
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　２　相談内容別
　令和３年中の相談の内容別構成は、少年自身からの相談では、「交友問題」が６９件（構
成比１９．０％）、保護者等からの相談では、「家庭問題」が２５１件（構成比３５．３％）
と最も多くなっている。



　３　立ち直り支援活動
　令和３年中に実施した立ち直り支援活動の対象少年数は、４４人であった。
　種別では、犯罪被害が２０人（構成比４５．５％）と最も多く、家出・無断外泊、児童虐
待がそれぞれ４人（構成比９．１％）でそれに次いでいる。
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